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1第一章 序論
小さい頃、偶然にテレビ番組で、あるホテルについての紹介を見たことがある。普段な
ら、ただのホテル紹介で長く覚えられるわけがないはずだが、そのホテルはちょっと特別
なところがあったので、いままで記憶に残っていた。その特別なところというのは、その
ホテルの部屋はデューイ十進法で割り当てられていることである。そしてさらに各部屋が
割り当てられた分野のイメージに想像できる装飾をされていて、その分野の本も部屋に置
いてある。たとえば、340号室には法律についての本が用意されている。しかし当時、「デ
ューイ十進法」（ちなみに、中国語の番組なので実際は「杜威十进法」であった）という
ことばはまったく意味がわからなかったし、十進法すらわからなかった。そのときまだイ
ンターネットは普及してないので調べることもできなかった。
日本の図書館に行ったときに、たまたま壁に貼り付けられている『日本十進分類法』の
簡表を見て記憶にまだ残っている「デューイ十進法」ということばが蘇った。それから、
『デューイ十進分類法』などについていろいろ調べて、図書館分類法に、特に十進分類法
に興味を持った。
中国出身なので、もちろん中国の図書館分類法について調べた。以前は十進法も採用さ
れた時期があったが、現在の中国大陸では『中国図書館図書分類法』が主に使用されてい
る。しかし、台湾と香港などではまだ中国語書籍に向いている十進分類法が採用されてい
る。それは『中文図書分類法』である。
『中文図書分類法』は『デューイ十進分類法』を基にしている十進分類法であるが、『デ
ューイ十進分類法』との違いもある。一方、『日本十進分類法』も『デューイ十進分類法』
を基にしているが、やはり『デューイ十進分類法』との違いもある。『中文図書分類法』
も『日本十進分類法』も 1929年に初版が発行されている。そこで本研究では、『デュー
イ十進分類法』を軸にして『中文図書分類法』と『日本十進分類法』の三者を比較分析す
ることで、『中文図書分類法』の特徴を明確にすることを目的とした。比較する部分は主
に本表の第一次区分から第三次区分までの基本体系、補助表と索引である。
なお、本稿では図書館分類法を単に分類法とよぶことにする。
2第二章 研究方法
2.1 研究対象
本研究はアメリカの『デューイ十進分類法』（Dewey Decimal Classification：DDC）、台
湾の『中文図書分類法』（New Classification Scheme For Chinese Libraries：NCSL）および日
本の『日本十進分類法』（Nippon Decimal Classification：NDC）を研究対象とした。最新版
は 2011に年発行された DDCの第 23版、2007年に台湾国家図書館が編制した NCSLの 2007
年版と 2015年に日本図書館協会が編制した NDC新訂 10版である。各分類法の概要は第
三章で説明する。
2.2 分類法の比較研究
本研究では、同じ十進分類法という性質をもつ DDC、NCSL、NDCを比較対象として、本
表の分類体系の設置、補助表の構成と使い方、索引の排列を比較する。
1) 分類体系の設置
第二次区分を中心に、3つの分類法の第一次区分から第三次区分までの体系を分野ごと
に比較する。そして、違いがあるところと各自特徴のあるところを関連資料を踏まえて、
考察を行う。
2) 補助表の構成と使い方
3つの分類法の補助表のそれぞれの構成と使い方について考察する。
3) 索引の排列
3つの分類法の索引がどのような順序で排列されているのか、そして、それぞれの特徴
は何かについて考察する。
2.3 関連文献の収集と分析
DDC、NCSL、NDCを比較分析する前に、関連する先行研究の文献の収集を行った。収集
方法は以下の通りである。
31) 検索ツールとして、Library and Information Science Abstracts（LISA）、国家図書館編目
園地（台湾）という書目情報共用ためのデータベース、筑波大学附属図書館 Tulips、
Online Computer Library Centerの Dewey Services、中国人民大学図書館の OPACを用い
た。使用した主なキーワードは「Dewey Decimal Classification」、「DDC」、「日本十
進分類法」、「NDC」、「中文図書分類法」、「NCSL」、「図書分類法」、「Melvil Dewey」、
「もり・きよし」、「劉国鈞」、「頼永祥」である。
2) 上記の検索ツールでフルテキストを入手できない古い文献や電子化されてない資料
などは、筑波大学附属図書館や中国人民大学図書館での現物複写、通信販売サイトで
の購入によって入手した。
4第三章 ３つの分類法の発展経緯と基本体系
本章では、先行研究に基づいて、3つの分類法の発展経緯と基本体系を整理する。
3.1 現代分類法の要素
1つの分類法の基本要素は本表、補助表、記号、索引である。そのうち、本表と補助表
は分類法の構成で最も重要な部分である。本稿で取りあげる十進分類法には第一次区分、
第二次区分、第三次区分、細目表からなる本表と補助表が含まれている。
第一次区分は全学問分野を基に、研究領域の発展、文献著作の出版状況、蔵書の特性も
考慮して区分された項目である。分類法の他の階層はすべて第一次区分表から細分された
区分段階である。第一次区分表はほとんど直接文献分類にはつかわないが、分類法を統括
する役割がある。
第一次区分表から細分された第二次区分表と第三次区分表でもまだ範囲が広いので、第
三次区分表までの項目をみるだけで細目表をみないと、具体的な内容を正確に把握できな
い。原則として、第二次区分表と第三次区分表は文献を分類する際の根拠とはしない。細
目表で適切な項目に導くための役割である。
細目表は第一次区分表から細分されたすべての階層の項目が含まれた表である。分類法
の最初から最後の項目まで、すべてが細目表の部分になる。分類法のすべての編制規則も
細目表で運用されている。細目表は項目全体を示し、分類の際の根拠となる。
補助表は分類法を編制するとき、多くの箇所に共通する項目を抽出して、独立の表とし
たものである。本表の項目を細分するときに使える。分類法で、ある項目を次の階層に細
分するとき、同じ区分原理を使うことが多い。同じ区分原理を使えば、同じ下位項目が作
られる。それらの下位項目をもれなく本表で列挙すると分類法の項目の数が膨大になるが、
補助表を利用すれば、項目の数を減らせる。補助表を使うとき、まず、どの項目は補助表
が使えるか確認しなければいけない。つまり、補助表の使える範囲の確認である。次に、
すべての補助表は単独に使えず、必ず本表の項目と一緒に使う。最後は、補助表を使うか
どうか、図書館自身の状況を考慮しなければいけない。
53.2 デューイ十進分類法の発展経緯と基本体系
デューイ十進分類法（DDC）は、1873年デューイ（Dewey, M.）によって考案され、1876
年に初版が出版された。DDCは知識組織化の 1つのツールとして、常に知識分野の拡大に
つれて更新されていく。また、記号の合成により、本表の体系を拡張できる。DDCとそれ
に関わりのあるものはすべて OCLC（Online Computer Library Center）のもとで管理、出版、
提供されている。DDCは完全版以外に、「Abridged edition」という簡略版も出版されて、
どちらもプリント版とデジタル版が用意されている。デジタル版はプリント版より更新が
頻繁で速い。DDCは世界中で最も多く採用されている分類法である。
DDCは知識全分野を 9つ（哲学、宗教、社会科学、言語、自然科学、技術、芸術、文学、
歴史）に分ける。そして、どの分野にも入らない領域（百科事典、新聞、図書館情報学な
ど）は 0類にまとめている。10個の第一次区分（主類）の下はさらに 10個に分けられる。
この作業を繰り返していく。
DDCの各段階の各項目はすべてアラビア数字で表現する。三桁目以降は小数点をいれて
表示する。
DDCの出版史を表 3-1に示す。
6表 3-1 デューイ十進分類法の出版史
版 年代 ページ数 冊数 編集者
1 1876 44 1000 Melvil Dewey
2 1885 314 500 Melvil Dewey and W.S.Biscoe
3 1888 416 500 Melvil Dewey and W.S.Biscoe
4 1891 466 1000 Evelyn May Seymour
5 1894 467 2000 Evelyn May Seymour
6 1899 511 7600 Evelyn May Seymour
7 1911 792 2000 Evelyn May Seymour
8 1913 850 2000 Evelyn May Seymour
9 1915 856 3000 Evelyn May Seymour
10 1919 940 4000 Evelyn May Seymour
11 1922 944 5000 Jennie Dorcas Fellows
12 1927 1243 9340 Jennie Dorcas Fellows
13 1932 1647 9750 Jennie Dorcas Fellows and M.W.Getchell
14 1942 1927 15632
15 1951 716 11200 Milton J. Ferguson
15Rev. 1952 927 11200 Godfrey Dewey
16 1958 2439 11045 Benjamin A. Custer and D. Haykin
17 1965 2153 38677 Benjamin A. Custer
17 1967 2480 NA* Benjamin A. Custer
18 1971 2718 NA* Benjamin A. Custer
19 1979 3361 NA* Benjamin A. Custer
20 1989 3378 NA* John P. Comaromi
21 1996 4410 NA* Joan S. Mitchell
22 2003 4076 NA* Joan S. Mitchell
23 2011 4266 NA* Joan S. Mitchell
* Information not available [出典：Satija, M. P.、2013]
3.3 中文図書分類法の発展経緯と基本体系
『中文図書分類法』（NCSL）の最初の型は頼永祥が作成した『中国図書分類法』（以
降略称「中図頼」）である。頼永祥は劉国鈞の『中国図書分類法』（以降省略「中図劉」）
を基に、台湾の図書館の蔵書に適合するように修正したものである。
中図劉の初版は 1929年に南京金陵大学より発行された。DDCを参考にした図書分類法
である。1936年に増訂再版が刊行された。中図劉は中国大陸で 30年間前後採用された。
1957年に中国に新しい政権ができると、北京図書館は中国共産党の要求に応じるため、
7中図劉のもとの第一類の総論を最後の類に移した。代わりに、マルクス・レーニン主義を
第一類の位置に置いた。しかし、北京図書館は結局中図劉を放棄し、アメリカ議会図書館
分類法（Library of Congress Classification：LCC）を参考にした『中国図書館図書分類法』を
採用した[王誠恩、2013]。
幸いにも、中図劉は歴史の舞台からそのまま消失したのではなく、台湾で新しい発展の
機会ができた。1958年、成功大学図書館の図書館員熊逸民により索引（劉の版では索引
がない）と一部の項目を補足され、『増補・索引中国図書分類法』をタイトルとして出版
された。その後、1964年 6月、頼永祥は国立台湾大学図書館の蔵書を基礎にして、台湾
地域関連項目を増訂し、世界国別表に関する地名等を修訂して、『中国図書分類法新訂初
版』をタイトルにして自費出版した。同じ年の 12月、『中国図書分類法索引』が三民書
局より発行された。頼永祥は中図劉の第一次区分の「部」を「類」に変更したが、基本体
系は一致している[鄭惠珍、1999]。
1971年 3月に新訂二版が発行され、1973年 8月、1976年 2月、1977年 5月に新訂三、
四、五版が発行された。ここまでの変更は大きくない。1981年と 1989年、頼永祥は二段
階に分けて増訂と修正を行った。第一段階は自然科学類、應用科学類（技術類）、アジア
史地類、中国文学類などの部分を増訂することと、各国史地複分表（補助表の一種）も加
えることである。第二段階は、社会科学類、哲学類、史地類、言語類、芸術類の部分を増
訂、修正することである。このようにして、1981年 4月と 1989年 4月に増訂六版と増訂
七版が発行された（新訂版より、増訂版の変化が大きい）[国家図書館分類法委員会、2007]。
2001年 9月、頼永祥は黄淵泉と林光美の協力で増訂八版を発行した。増訂八版はすべ
ての増訂版の中で最も変更が多い版である。修正と増訂した項目は 4000以上ある。増訂
八版は頼永祥が編集した最後の版になる[国家図書館分類法委員会、2007]。
八版が完成したあと、頼永祥は増訂九版の著作権を台湾国家図書館に譲った。その後六
年を経て、増訂九版は完成された。タイトルも『中文図書分類法』に変わった。約 3000
項目を修正増訂した。そのうち、科学類、應用科学類（技術）、芸術類と台湾に関する部
分の変更が多い。それ以外に、英語の見出しと索引をつけた[国家図書館分類法委員会、
2007]。各版の改訂の変遷を表 3-2にまとめた。
8表 3-2中文図書分類法改訂の沿革
年代 編集者 版 主な内容
1929 劉国鈞 初版
1936 増訂再版 初版の不足部分の補足
1957 修訂第一版 マルクス・レーニン主義を第一類にした。北京
図書館は劉国鈞『中国図書分類法』を採用しな
いことにした
1958 熊逸民 索引の補足
1964 頼永祥 新訂初版 劉国鈞『中国図書分類法』を基に編集したもの
1971 新訂二版 少し内容を修正
1973 新訂三版
1976 新訂四版
1977 新訂五版
1981 増訂六版 自然科学、應用科学、アジア史地、中国文学類
の増訂、各国史地複分表
1989 増訂七版 社会科学、哲学類、史地類、言語類、芸術類の
増訂
2001 増訂八版 各部分の項目を増訂
2007 国家図書館 増訂九版 タイトルを『中文図書分類法』に変更、科学類、
應用科学類、芸術類、台湾に関する項目、英語
見出しと索引
3.4 日本十進分類法の発展経緯と基本体系
森清（もり・きよし名義で著作活動）が、1929年（昭和 4年）に『日本十進分類法』
（NDC）の第一版 350部を間宮商店から発行した。間宮商店は丸善で働いていた間宮不二
雄が創設した、図書館専門の用具を販売する会社であった。森はそこの社員で、業務用の
参考図書コレクションの整理を担当していた折に、新たな分類法の作成を試みたものであ
る[宮沢厚雄、2015]。DDCに範をとり、第一次区分の主題排列にはカッタ （ーCutter, C. A.）
の展開分類法（Expansive Classification : EC）に参考して、NDCをとりまとめた。森清の個
人編集による NDCは、1942（昭和 17）年の訂正増補第 5版までが間宮商店から刊行され
た。
1948（昭和 23）年の国立国会図書館発足時に、当時の連合軍最高司令官総司令本部特
別顧問として来日したダウンズ(Downs, R. B.)の勧告を受けて、同館が和書に NDC、洋書
にはDDCを採択したことで、NDCの存在が全国に知れ渡るものとなった[宮沢厚雄、2015]。
同年に日本図書館協会への編集の権限が移行し、1950年には「新訂」の文字を冠して新
9訂 6版が刊行された。以降、NDCの維持管理は日本図書館協会の分類委員会が担当してい
る。
戦前の訂正増補第 5版までは 3年程度の間隔で改訂が行われていたが、新訂 6版以降は
10年の間隔となっている（9版から 10版までは 20年近くかかった）。基本的に、旧版の
利用を考慮して第三次区分までの改訂は最小限に留められているが、訂正増補第 5版から
新訂６版への改訂の際には、第３次区分まで 400以上の変更がなされた。各版の改訂の変
遷を表 3-3にまとめた。
表 3-3 日本十進分類法改訂の沿革
版 年代 編集者 内容
初版 1929 もり・きよし 『日本十進分類法-和漢洋書共用分類表及索引』を
書名として、間宮商店から単行本形式で刊行された
2 1931 訂正増補
3 1935
4 1939
5 1942
新訂 6 1950 日本図書館協会 NDCの歴史上では最も大規模な変更があった。「55
鉱山工学、金属工学」と「56 海事工学」の位置が
入れ替わり「55 海事工学、造兵学」「56 採鉱冶金
学」になったほか、「63 林業」と「65 蚕業」も入
れ替わり「63 蚕糸業」「65 林業」となった。また、
「09 随筆、雑書」は「09 郷土誌料、貴重書或は特
別集書」に変更された。第一次区分の「工芸学」を
「工学」と呼び始めた
新訂 7 1961
新訂 8 1978 第一次区分表を「類目表」と呼び始めた（その前は
主網表）。第二次区分表を「網目表」に変更した（そ
の前は要目表）。第一次区分の「工学」を「技術」
と呼び始めた。第一次区分の「語学」を「言語」と
呼び始めた。第三次区分で「007情報学、情報科学」
を新設した。「557航海学」を新設、「558海洋開
発」を新設、「548情報工学」を新設など。
新訂 9 1995 冊子体のほか、電子版の「NDC・MRDF9」も提供さ
れる。新設項目：「061学術・研究機関」、「227
西南アジア、中東（中近東）」、「409科学技術政
策、科学技術行政」、「719オブジェ」
新訂 10 2014 「546電気鉄路」、「647みつばち、昆虫」が削除
されたなど
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第四章 ３つの分類法の比較分析
以下では分類法のタイトルを以下のように略称形で表現する。
デューイ十進分類法：DDC
日本十進分類法：NDC
中文図書分類法：NCSL
4.1 本表における項目の配置
4.1.1 第一次区分
まず、第一次区分を比べる(表 4-1)。
表 4-1 第一次区分
NDC DDC NCSL
0 総記 総記 総記
1 哲学 哲学 哲学
2 歴史 宗教 宗教
3 社会科学 社会科学 科学
4 自然科学 言語 應用科学
5 技術 自然科学 社会科学
6 産業 技術 歴史地理（中国）
7 芸術 芸術 歴史地理（世界）
8 言語 文学 言語文学
9 文学 歴史 芸術
NDCと NCSLは基本的に DDCの類と一致している。順序以外の違いとしては、NDCに宗
教類がなく、代わりに産業類（6）がある。NCSLの言語と文学は１つの類（8）にまとめ
られていて、歴史地理は中国と世界という 2つの類（6と 7）に分けられる。
次に、DDCの各類と他の 2つの分類法を対応させながら、第二次区分を比べる。以下の
項の見出しは DDCの類を示している。
4.1.2 総記類
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総記類の第二次区分を表 4-2に示す。
表 4-2 総記類の第二次区分
NDC DDC NCSL
00 総記 コンピュータサイン
エンス、知識
特蔵
01 図書館、図書館情報
学
書誌学 目録学、文献学
02 図書、書誌学 図書館情報学 図書館情報学
03 百科事典、用語索引 百科全書 国学
04 一般論文集、一般講
演集、雑著
普通類書、普通百科
全書
05 逐次刊行物、一般年
鑑
雑誌、日誌、シリア
ル
連続性出版品、期刊
06 団体、博物館 協会、機関、博物館 普通組織、博物館学
07 ジャーナリズム、新
聞
ニュースメディア、
ジャーナリズム、出
版
普通論叢
08 叢書、全書、選集 一般叢書 普通叢書
09 貴重書、郷土資料、
その他の特別コレク
ション
写本、貴重書 群経
NDC、DDC、NCSLのすべてで一致しているのは以下である。図書館情報学と書誌学につ
いての研究は 01か 02の項目に配置されている。逐次刊行物は 05に配置されている。団
体、博物館は 06に配置されている。百科事典は 03か 04に配置されている。叢書、全書
は 08に配置されている（ただし、NCSLでは 07と 08の 2つの項目を占めている）。
違いがあるのは以下である。DDCのコンピュータサインエンス（00）が NDCにも NCSL
にも設置されていない。NCSLのコンピュータサインエンスは科学類（3）に所属している。
NDCでは 00の下位の情報科学（007）に所属している。DDCと NDCはどちらも 07にジャ
ーナリズムや新聞学を入れているが、NCSLは言語・文学類（8）に配置している。レアブ
ック、貴重書、スクリプトなどは DDC、NDCの 09項目に配置しているが、NCSLは特蔵（00）
の下位 001、002、003に配置している。NCSLでの国学（03）、群経（09）は中国文化だ
けのものなので、NDC、DDCにはない。NCSLの国学というのは中国固有の学術文化、古
代経史子集等の文献、海外での漢文化研究、中国についての研究、中国学などの内容であ
り、群系というのは儒家の経典である。
12
以上からわかるように、全体的に NDCと DDCの類似点の方が NCSLより多い。NCSLの
特蔵（00）の下位項目を見ると、レアブックや貴重書などで占められる 001から 003以外
は、すべて国民党に関わりがある項目になっている。中国大陸の『中国図書館分類法』の
第一大類にマルクス主義とレーニン主義などを入れるのと同じような考え方ではないか
と思われる。一方、DDCでコンピュータサインエンスを総記にいれているのは、アジアの
国と考えが異なり、アメリカでは、コンピュータ技術が全分野で扱われる領域と考えられ
ているからなのではないかと思われる。
4.1.3 哲学類
哲学類の第二次区分を表 4-3に示す。
表 4-3 哲学類の第二次区分
NDC DDC NCSL
10 哲学 哲学、心理学 哲学総論
11 哲学各論 形而上学 思想、学術
12 東洋思想 認識論 中国哲学
13 西洋哲学 超心理学、オカルト 東方哲学
14 心理学 哲学の思想学派 西洋哲学
15 論理学、道徳 心理学 ロジック
16 宗教 論理学 形而上学
17 神道 倫理学 心理学
18 仏教 古代、中世、東洋哲
学
美学
19 キリスト教、ユダヤ
教
現代西洋哲学 倫理学
NDCは哲学と宗教をすべて 1類にまとめている。10から 15までは哲学の内容で、16
から 19までは宗教の内容である。
NDC、DDC、NCSLすべてで配置されている項目は、哲学総論、西洋哲学、東洋哲学、心
理学、哲学の思想学派、倫理学、論理学である。DDCにおける西洋・東洋の分け方は他の
ものとはちょっと違って、西洋の哲学を時代別に分け、古代と中世をまとめて 1つの項目
として、現代西洋哲学も 1つの項目にしている。東洋哲学は西洋哲学の古代、中世の項目
と一緒にまとめている。NDCの論理学と倫理学は 1つの項目に収められている。
DDCの項目を標準にすると、NDCの形而上学は哲学各論（11）の下位項目 111、認識論は
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哲学各論の下位項目 115、超心理学は心理学（14）の下位項目 147に配置されている。
NCSLの認識論は形而上学（16）の下位項目 161に配置され、超心理学が心理学（17）
の下位項目 175に配置されている。独特な項目として、NCSLに中国哲学（12）の項目と
美学（18）の項目がある。DDCと NDCでは、中国哲学は東洋哲学の下に収められている。
美学は、NDC芸術類の 701に配置されている。
4.1.4 宗教類
宗教類の第二次区分を表 4-4に示す。
表 4-4 宗教類の第二次区分
NDC（第三次区分） DDC NCSL
166 道教 20 宗教 20 宗教総論
167 イスラム 21 宗教の理論 21 宗教学
168 ヒンズー教、シャイナ
教
22 聖書 22 仏教
169 その他の宗教、新興宗
教
23 キリスト教、キリスト教
神学
23 道教
199 ユダヤ教 24 キリスト教の実践、儀式 24 キリスト教
17神道 25 キリスト教牧師の実践修道
会
25 イスラム教
18仏教 26 キリスト教の組織ソーシャ
ルワーク、礼拝
26 ユダヤ教
19キリスト教 27 キリスト教の歴史 27 その他の宗教
28 キリスト教の教派 28 神話
29 その他の宗教 29 術数（占星術）、迷信
NDCの宗教総論（16）は、161から 165までは宗教理論、166から 199までは各種宗教、
NCSLのその他の宗教（27）とは中国のその他の宗教（271）、祠祀（272）、日本神道（273）、
バラモン教（274）、インド教ゾロアスター教（275）、その他の東洋宗教（276）、ギリ
シャ（277）、ローマ宗教、テウトネス教及び北ヨーロッパの宗教（278）となっている。
DDCは、20は宗教総論、21は宗教学、22から 28まではすべてキリスト教についての
内容、29の項目だけはその他の宗教についての書物が配置されている。表 4-5はその他
の宗教（29）にまとめられた宗教である。ちなみに、日本の神道は 299の下位項目 299.561
に収められている。また、中国の道教は 299.514に配置されている。
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表 4-5 DDCにおけるその他の宗教（29）の第三次区分
290 Other religions 295 Zoroastrianism
291 No longer used-formerly comparative religion 296 Judaism
292 Classical religion(Greek & Roman religion ) 297 Islam Babism & Bahai Faith
293 Germenic religion 298 No longer used-formerly
Mormonism
294 Religions of orgin 299 Religions not provided for
eleswhere
宗教類の項目設置はかなりその国や地域の宗教文化に深い関わりがある。アメリカなど
の英語圏の国ではキリスト教の影響が大きいから、DDCでは 29以外はすべてキリスト教
の項目である。一方、東アジアでは、本国で誕生した宗教以外にも、キリスト教の影響も
受けたし、古インドから来た仏教等の影響もある。そのため、NDCや NCSLの宗教類の項
目設置は DDCとは大きく異なっていた。
4.1.5 社会科学類
社会科学類の第二次区分を 4-6に示す。
表 4-6 社会科学類の第二次区分
NDC DDC NCSL
30 社会科学 30 社会科学、社会学、人類
学
50 社会科学総論
31 政治 31 統計 51 統計
32 法律 32 政治学 52 教育
33 経済 33 経済学 53 礼俗
34 財政 34 法律 54 社会学
35 統計 35 行政、軍事学 55 経済
36 社会 36 社会問題、ソーシャルサ
ービス
56 財政
37 教育 37 教育 57 政治
38 風俗習慣、民俗学、民族
学
38 商業、通信、交通 58 法律
39 国防、軍事 39 慣習、作法、民俗学 59 軍事
3つの分類法で一致しているのは社会科学総論、統計、政治学、経済学、法律、軍事学、
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社会学、教育、民俗学の 9項目である。一致していない項目は、DDCの商業、通信、交通
（38）の項目と NDC、NCSLの財政である。
NDCでは商業、通信、交通は産業類（6）に配置されている。NCSLでは技術類（4）に
配置されている。DDCの財政は経済学（33）の下位項目 336に配置されている。
DDCは人類学を社会科学の総記（30）にまとめているが、NDCは自然科学の生物学に
配置している。NCSLも自然科学に人類学が配置されている。
DDCと NDCはより人文的な項目である教育、民俗学を下の方の順位に置いている。一
方、NCSLは上の方の順位に配置している。
4.1.6 言語類
言語類の第二次区分を 4-7に示す。
表 4-7 言語類の第二次区分
NDC DDC NCSL（第三次区分）
80 言語 40 言語 800 言語学総論
81 日本語 41 言語学 801 比較言語学
82 中国語、その他の東洋の
諸言語
42 英語 802 漢語
83 英語 43 古英語 803 東方言語
84 ドイツ語、その他のゲル
マン諸語
44 ドイツ語、関連言語 804 インド、ヨーロッパ語
系
85 ラテン語、ポロバンス語 45 イタリア語、関連言語 805 ゲルマン語
86 イタリア語、ポルトガル
語
46 スペイン語、ポルトガル
語
806 スラブ語
87 ロシア語、その他のロマ
ンス諸語
47 ラテン語、イタリック語
派
807 他の言語
48 古代、現代ギリシャ語 808 アメリカ、アフリカ、
オセアニア諸言語
89 その他の諸言語 49 他の言語 809 人造言語
NCSLの言語関連著作は文学類の第三次区分の 800-809に配置されている。
NCSLの言語類全体を通じて言語によって区分する。
以下は言語によって区分された項目の一例である。
例：
800 言語学総論
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801 比較言語学
802 漢語
803 東方言語
804 インド・ヨーロッパ語系
805 ゲルマン語族
806 スラブ語族
807 その他の言語
808 アメリカ・アフリカ・オセアニア諸言語
809 人為語
NDCの言語類の第三次区分では、以下の 8類の固有補助表である言語共通区分によって
さらに区分する。
-1 音声、音韻、文字
-2 語源、意味（語義）
-3 辞典
-4 語彙
-5 文法、語法
-6 文章、文体、作文
-78 読本、解釈、会話
-8 方言、訛語
以下は言語共通区分によって区分された一例である。
例：
830 英語
831 音声、音韻、文字
832 語源、意味[語義]
833 辞典
834 語彙
835 文法、語法
836 文章、文体、作文
17
837 読本、解釈、会話
838 方言、訛語
DDCの言語類の第三次区分では、以下の補助表 TABLE-4 によって区分する。
-01-09 standard subdivisions 共通細目
-1 writing systems phonology phonetics 音韻、書き
-2 etymology 語源
-3 dictionary 辞典
-5 grammar 文法
-7 historical and geographical variations, modern non-geographical
variations
歴史的な方言差、現代方言差
-8 standard usage of language 会話
以下は TABLE-4によって区分された一例である。
例：
430 ゲルマン語系-ドイツ語
431 ドイツ語の音韻システムと書きシステム
432 ドイツ語語源学
433 ドイツ語辞典
435 ドイツ語文法
437 ドイツ語方言
438 ドイツ語会話
439 その他のゲルマン語
NCSLの言語類の第三次以降の区分では、以下の 8類の固有補助表-各国言語複文表 4-8
によって区分する。
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表 4-8 NCSLの言語類の固有補助表
-1 文字 -36 古語 -48 音標 -7 修辞法、作
文
-8 読本
-1
9
速記 -37 新語、外来
語
-49 朗読法 -71 標点符号 -81 蒙求書
-2 詞 源
学
-38 俗語 -5 方言 -72 文体論 -83 小学用
-2
6
外 来
語
-39 特殊辞典 -6 文法 -73 風格論 -84 中学用
-3 辞典 -4 語音 -63 詞法 -74 韵律論 -88 会話読
本
-3
1
双 詞
辞典
-41 発音、重音 -64 詞類 -78 翻訳学
-3
5
成
語 、
熟語
-42 母音、子音 -65 句方 -79 函版格式
以下は各国言語複文表 4-8によって区分された一例である。
例：
803.1 日本語
803.11 文字
803.12 語源学
803.13 辞典
803.14 音韻
803.15 方言
803.16 文法
DDCの言語区分では主に欧米言語を中心にしていて、ロシア語、アジア言語など日本十
進分類法の第二次区分で 1つの項目を占めた諸言語はすべてその他（490）に収める。
NDCではラテン語、スペイン語、ギリシャ語などデューイ十進分類法の第二次区分で 1
つの項目を占めた言語はその他（890）に収める。
NCSLの言語の分類は譜系分類法を標準にする。国や地域ではない。例えば、イギリス、
アメリカ、カナダ、オーストラリア、ニュージーランド等の国はすべて英語を使い、小さ
な差異があるが、違う言語ではなく方言の差として扱われる。英語はゲルマン語（805）
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の下位項目に配置されている。
4.1.7 自然科学類
自然科学類の第二次区分を 4-9に示す。
表 4-9 自然科学類の第二次区分
NDC DDC NCSL
40 自然科学 50 科学 30 科学総類
41 数学 51 数学 31 数学
42 物理学 52 天文学 32 天文学
43 化学 53 物理学 33 物理学
44 天文学、宇宙科学 54 化学 34 化学
45 地球科学、地学 55 地球科学、地質学 35 地球科学、地質学
46 生物学、一般生物学 56 化石、原始生命体 36 生物科学
47 植物学 57 生命科学、生物学 37 植物科学
48 動物学 58 植物 38 動物学
49 医学、薬学 59 動物 39 人類学
自然科学類において、3つの分類法で一致していない項目は NDCの医学・薬学、DDC
の原始生命体、と NCSLの人類学である。
DDCと NCSLの医学は技術類に所属している。化石、原始生命体は NDC、NCSLの地球科
学に所属している。DDC、NDCの人類学は生物学に所属している。DDC、NCSLは天文学を
数学と近い順位に置いているが、NDCは地球科学と近い順位に置いている。天文学と数学
の関係が近いという考えと天文学と地球科学の関連が深いという考えのどちらもあると
思われる。DDCで原始生命体を地球科学から取り出して 1つの項目にしたのと、NCSLの
人類学を生物科学から取り出して 1つ項目にしたのは、10項目に丁度埋めるようにした
ためと思われる。
4.1.8 技術類
技術類の第二次区分を 4-10に示す。
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表 4-10 技術類の第二次区分
NDC DDC NCSL
50 技術、工学 60 技術 40 應用科学総論
51 建設工学、土木工学 61 医学、健康 41 医薬
52 建築学 62 工学 42 家政
53 機械工学、原子力工学 63 農業 43 農業
54 電気工学 64 家庭、家族運営 44 工学
55 海洋工学、船舶工学、兵
器、軍事工学
65 マネジメント、パブリッ
クリレーションズ
45 鉱冶
56 金属工学、鉱山工学 66 化学工学 46 化学工学
57 化学工業 67 製造 47 製造
58 製造工業 68 特定使用のための製作 48 商業：各種営業
59 家政学、生活科学 69 建築物、建築 49 商業：経営学
NDCの技術類は、主に第二次産業の生産諸技術と、第一次産業の採鉱技術とそれらにか
かわる生産流通経済に関する著作を収める。またこの分野には入らない家政学、生活科学
も収めている。つまり、NDCの技術類では第二次産業がメインである。第一次産業と第三
次産業は 6類にまとめている（表 4-11を参照）。
表 4-11 NDCの産業類の第二次区分
61 農業 第一次産業
62 園芸、造園
63 蚕系業
64 畜産業、獣医学
65 林業、狩猟
66 水産業
67 商業 第三次産業
68 運輸、交通、観光事業
69 通信事業
DDC、NCSLは第一、二、三次産業すべてを技術類にまとめている。DDCと NCSLと比べ
ると、一致している項目が多い。すなわち、医学、工学、農業、家庭運営、化学工学、製
造 6つの項目である。DDCの商業は社会科学類に所属している部分とマネジメント（65）
２つの箇所に分散されている。
4.1.9 芸術類
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芸術類の第二次区分を 4-12に示す。
表 4-12 芸術類の第二次区分
NDC DDC NCSL
70 芸術、美術 70 芸術 90 芸術総論
71 彫刻、オブジェ 71 造園、都市計画 91 音楽
72 絵画、書、書道 72 建築学 92 建築芸術
73 版画、印章、篆刻、印譜 73 彫刻、陶芸、金属工芸 93 彫刻
74 写真、印刷 74 デッサン、装飾芸術 94 絵画、書道
75 工芸 75 絵画 95 撮影、コンピュータ芸術
76 音楽、舞蹈、バレエ 76 グラフィック・アート 96 應用美術
77 演劇、映画、大衆芸能 77 写真、コンピュータアー
ト
97 技芸
78 スポーツ、体育 78 音楽 98 劇
79 諸芸、娯楽 79 スポーツ、ゲーム、エン
ターテイメント
99 遊芸、休間活動
NDCの芸術類（7）は芸術（700-779）、スポーツ（780-789）、娯楽（790-799）の三
群で構成されている。NDCの 7類にはスポーツ・体育（78）、諸芸・娯楽（79）も収め
ている。スポーツ・体育と諸芸・娯楽本来は芸術の下位ではないが、芸術の下位に入れら
れている。DDCと NCSLはスポーツと娯楽を同じ項目に収めている。
NDCの芸術類の下位項目を分類すると、以下のとおりになる。芸術総記（700-709）の
後に美術（710-759）が置かれている。美術は、その表現形式によって、彫刻（710-719）、
絵画（720-727）、書道（728）、版画（730-737）、印章・篆刻・印譜（739）、写真（740-748）、
印刷（749）、工芸（750-759）に分けられており、次いで、それぞれの様式や材料、技
法などによって細分すされる。美術の後は、音楽（760-768）、舞蹈（769）、演劇（770-777）、
映画（778）、大衆演芸（779）となる。
NDCの舞蹈（769）は、NCSLでは技芸（97）の下位項目に収められている。
DDCは建築学と造園を別項目に分けるが、NCSLはすべて建築芸術の項目に収められて
いる。NDCの建築学は技術（52）に所属してる。DDCの建築学は技術方面（69）と芸術
方面（72）２つのところに分散している。NCSLも同じように（441）と（92）の２つのと
ころに分散しているが、NDCの建築学は 1つの項目（52）に収められている。日本の建
築（521）、東洋の建築・アジアの建築（522）、西洋の建築・その他の様式の建築（523）、
建築意匠・装飾（529）は芸術方面の著作で、他の部分（524-528）は技術方面的な著作が
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集められている。
全体として、NDCと NCSLとで一致している項目が多く、特に書道、茶道などは上位項
目に配置しているが、DDCの中では、ずっと下位の項目に置かれている。
4.1.10 文学類
文学類の第二次区分を表 4-13に示す。
表 4-13 文学類の第二次区分
NDC DDC NCSL
90 文学 80 文学、修辞技法、文芸評
論
80 （言語学総論）
91 日本文学 81 英語によるアメリカ文学 81 文学総論
92 中国文学、その他の東洋
文学
82 英語、古代英語文学 82 中国文学
93 英米文学 83 ドイツ語、関連文学 83 中国文学総集
94 ドイツ文学、その他のゲ
ルマン文学
84 フランス語、関連文学 84 中国文学別集
95 フランス文学、プロバン
ス文学
85 イタリア語、ルーマニア
語、関連文学
85 中国各種文学
96 スペイン文学、ポルトガ
ル文学
86 スペイン語、ポルトガル
文学
86 東方文学
97 イタリア文学、その他の
ロマンス文学
87 ラテン語、イタリック文
学
87 西洋文学
98 ロシア、ソビエト文学、
その他のスラブ文学
88 古代、現代ギリシャ文学 88 他各国文学
99 その他の諸言語文学 89その他の文学 89 新聞学
この類には、文学に関する著作と文学作品の両方を収める。類全体を通じて言語によっ
て区分（一般補助表の言語区分）し、さらに文学形式によって細分する。どの分類法にお
いても言語類と一対一になっている。
NCSLの文学類（8）は、大きく分けると、文学総論（81）、中国文学（82-85）、東方
各国文学（86）、西洋及び他の国の文学（87-88）となり、西洋小説の翻訳は 889に入れ
ている。
NDCでは 9類の固有補助表である文学共通区分によってさらに細分することができる。
文学共通区分の項目は以下の通りである。
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-1 詩
-2 劇曲
-3 小説、物語
-4 評論、エッセイ、随筆
-5 日記、書簡、紀行
-6 記録、手記、ルポルタージュ
-7 箴言、アフォリズム、寸言
-8 作品集
日本語など特定の言語による文学は、すべての文学形式において時代区分が可能である。
DDCでは補助表 TABLE-3によってさらに細分することができる。TABLE-3の項目は以下
の通りである。
-1 詩
-2 ドラマ
-3 小説
-4 エッセイ
-5 演説
-6 レッター
-8 作品集
NCSLでは固有補助表（表 4-14）によってさらに細分することができる。
表 4-14 NCSLの文学類の固有補助表
-2 文学評論 -58 民間文学 -67 報道文学
-3 総集 -59 兒童文学 -68 雑文
-4 別集 -6 散文 -69 雑著
-5 各種文学体裁 -61 語録 -8 地方文学
-51 詩 -62 演説 -88 婦女文学
-52 詞 -63 日記 -89 少数民族文学
-53 他の韻文 -64 函版 -9 文学史
-55 劇曲 -65 伝記文学
-57 小説 -66 遊記文学
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4.1.11 歴史類
歴史類の第二次区分を表 4-15に示す。
表 4-15 歴史類の第二次区分
NDC DDC NCSL NCSL
20 歴史、世界史、文
化史
90 歴史 60 歴史と地理総論
21 日本史 91 地理、紀行 61 中国通史 71 世界歴史と地理
22 アジア史、東洋史 92 伝記、系譜学 62 中国断代史 72 海洋史
23 ヨーロッパ史、西
洋史
93 古代 63 中国文化史 73 アジアの歴史と
地理
24 アフリカ史 94 ヨーロッパ史 64 中国外交史 74 ヨーロッパ歴史
と地理
25 北アメリカ史 95 アジア史 65 中国史料 75 アメリカ洲歴史
と地理
26 南アメリカ史 96 アフリカ史 66 中国地理 76 アフリカ歴史と
地理
27 オセアニア史、両
極地方史
97 北アメリカ史 67 中国地方誌 77 オセアニア歴史
と地理
28 伝記 98 南アメリカ史 68 中国地理類誌 78 伝記
29 地理、地方、紀行 99 他の地域史 69 中国遊記 79 文物考古
NCSLの歴史は 2つの項目を占めている。6類の中国歴史地理と 7類の世界歴史地理で
ある。歴史地理全体の総論は 60にいる。70に項目がない。
中国通史は歴史教育、歴史辞典、歴史研究などの著作が収められている。中国断代史は
時代別でその時代だけの著作がそれぞれ配置されている。細分するときは断代史の専門補
助表を使って、さらに体裁の区別で細分する。中国文化史の下位も通史（つまり総論）と
断代史に分けられている。その他、民族史が 639に配置されている。中国外交史（64）は
外交史の交渉事件の経過を主な内容とする著作が収められている。中国史料（65）はアー
カイブ、公文書、皇帝の勅書、皇帝の生活レコードなどを含む内容である。
NCSLの 7類の国別以下の細分項目をみると、6類中国の細分項目の配置とほとんど同
じである。例えば、732の韓国の細分項目は表 4-16のとおりである。
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表 4-16 韓国の歴史の細分項目
732.1 韓国通史
732.2 韓国断代史
732.3 韓国文化史
732.4 韓国外交史
732.5 韓国史料
732.6 韓国地理
732.7 韓国地方誌
732.8 韓国類誌（地理類誌：山脈、川など）
732.9 韓国遊記
NDCの歴史類を大きく分けると、歴史（20-27）、伝記（28）、地理（29）の３つの部
分からなっている。21は日本の歴史で、下位項目は通史、時代史、地方別史となってい
る。
加藤宗厚[1959]は DDCと NDCの歴史類の構成について次のように説明している。
DDC、NDCの歴史類の構成は全く同一であるが、その排列には相異がある。[新版で
も同じ：著者補足]すなわち DDCは地誌、伝記、歴史の順、NDCは歴史、伝記、地方
誌の順である。［加藤宗厚、1959］
DDCの歴史順は HARRISにも SCHWARTZにもよっていないが、しいて言えば土地の上
に人があり、その活動を記録したものを歴史と見たものであろう。東洋においては古
来歴史が尊敬させられ、図書の分類も多いのでほとんどすべての図書分類法は歴史を
優先している。NDCはこの伝統に従ったものと思われる。[加藤宗厚、1959］
4.2 補助表の構成と使い方
この節では、DDC、NCSL、NDCという順に説明する。
4.2.1 デューイ十進分類法の補助表
DDCには表 4-17に示す補助表がある。
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表 4-17 DDCの補助表
Table 1 Standard subdivisions
Table 2 Areas, periods, biography
Table 3a Subdivisions for works by or about individual authors
Table 3b More than one author
Table 3c Notation to be added where instructed in table 3b , 700.4, 808-809
Table 4 Subdivisions of individual language families
Table 5 Ethnic and national groups
Table 6 Languages
補助表の記号は単体で使うことができない。本表の記号と合成してはじめて意味をもつ
ことになる。DDCには Table 1から Table 6までの 6つの補助表がある（Table 3はさらに a、
b、cに分かれている）。以下、「T1」～「T 6」と表記する。
T1は共通細目区分である。共通細目区分の役割同じ主題の著作を形式で区分すること
である。
基本的に、あらゆる本表の記号と合成することができる。ただし、合成できない場合も
ある。本表にすでにある項目と重複した場合、「NOT TO USE」の指示がある場合、お
よび合成すると冗長になるのをやめる場合である。T1の記号を重ねて使うことはできな
い。
T2は地域、時代、地理区分となる。T2は DDCの中で最も項目が多い補助表である。合
成できるところが限定される場合が多い。本表の地理の 913-919、歴史の 930-990の記号
と合成することが多い。T3は文学区分（1つの作者、2つ以上の作者など）で文学類（8）
の記号と合成する。T4は言語共通区分で、本表の 420-490との合成がよく行われている。
T5 は人種、民族区分、T6は言語区分である。
4.2.2 中文図書分類法の補助表
NCSLの補助表は「通用複分表」（NDCの一般補助表に該当）12種と「専類複分表」（NDC
の固有補助表に該当）45種二種類に分けられる。まず、通用複分表は以下の表 4-18に示
したとおりである。
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表 4-18 NCSLの通用複分表一覧
1 総論複分表 7 中国県市表
2 中国時代表 8 台湾県市表
3 西洋時代表 9 台湾郷鎮表
4 日本時代表 10 世界区域及び分国表
甲：区域表
乙：筆書索引
丙：字母索引（アルファベット）
5 韓国時代表 11 機関出版物排列表
6 中国省区表 12 中国作家時代表
甲表：時代順排列
乙表：筆書順排列
表 4-18に表示された 12個の通用複分表は本表の大部分の項目に適用できる。注意すべ
き点は以下のとおりである。まず、複文表の記号は単独に使用してはいけない。本表の記
号と組み合わせてから使用可能になる。本表の関連項目の下に「…により複分する」の説
明文が書いてある場合、この項目は複分表との合成が必要である。そして、複分表の記号
と合成するとき、項目の指示に従うべきである。本表の項目がすでに複分表と同じ意味を
持つものであれば、複分表との合成は必要がない。例えば、医薬法則（412.21）、教育法
則（526.2）等は、総論複分表（02参考工具-023法則）との合成は必要ない。合成する
ときは、複分表の記号を直接本表分類記号のあとに付加すればよいが、本表の記号末が「0」
であれば、まず、この「0」を削除して、そのあとに複分表の記号を付加する。
例：園芸学教育
園芸学（435）＋教育（総論複文表-03）→435.03
例：医学刊行物
医学（410）＋刊行物（総論複分表-05）→410.5
本表の記号と合成するとき、総論複分表との合成がもっとも典型的、重要である。総論
複分表は性質によって、内型（内容観点）と外型（形式観点）という種類がある。具体的
な分け方を表 4-19にまとめた。
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表 4-19 総論複分表の性質による分け方
内型 外型
01 哲学、理論 02 参考工具
03 教育、研究 04 辞典
09 歴史 05 期刊
06 機関、団体、会議
07 論文集
08 叢書
もし 1つの文献が内型と外型の両方の性質を同時に持つものであれば、原則として「内
型」をとることにする。総論複分表以外の通用複分表の使用方法は総論複分表とほぼ同じ
であるが、1つだけ違うのは、総論複分表の記号には最初に「0」が付いているのに対し
て、その他の複分表の記号は最初が「0」ではないことである。
表 4-20の 45個の専類複分表を利用するときも、注意すべき点がいくつある。
表 4-20 NCSLの専類複分表一覧
タイトル 範囲
1 特殊資料複分表 023.34 総類-図書館情報学-図書館業務
2 経書複分表 090 総類-経学
3 中国哲学家著作複分表 120 哲学類-中国哲学
4 仏教宗派複分表 226 宗教類-仏教-仏教宗派
5 農作物複分表 434 應用科学類-農業-農芸
6 鉱物複分表 450 應用科学類-鉱冶
7 学校出版品複分表 529.9 社会科学類-教育-特殊人教育
8 民族複分表 536.2 社会科学類-礼俗-民族誌
9 共産主義複分表 549.4 社会科学類-社会学-社会改革論
10 経済史地複分表 552 社会科学類-経済学-経済史地
11 各国工業複分表 555.9 社会科学類-経済学-工業
12 鉄路複分表 557.25 社会科学類-経済学-交通
13 省政複分表 573.9 社会科学類-政治学-中国政治制度
14 各国政治複分表 574 社会科学類-政治学-各国政治
15 政党複分表 576 社会科学類-政治学-政党
16 中国断代史複分表 621-628 中国史地-中国断代史
17 中国外交史複分表 643-647 中国史地-中国外交史
18 地方誌複分表：第一法 671-676 中国史地-中国地方誌
19 地方誌複分表：第二法 671-676 中国史地-中国地方誌
20 各国史地複分表 730-770 世界史地-アジア-オセアニア
21 日本分区表 731.9 世界史地-アジア史地-日本
22 韓国分区表 732.9 世界史地-アジア史地-韓国
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23 北韓分区表 732.9 世界史地-アジア史地-韓国
24 台湾地方誌複分表 733 世界史地-アジア史地-台湾
25 台湾各区複分表 733.9 世界史地-アジア史地-台湾
26 台湾分区表 733.9 世界史地-アジア史地-台湾
27 米国分区表 752.9 世界史地-アメリカ史地-米国
28 カナダ分区表 753.9 世界史地-アメリカ史地-カナダ
29 中国分伝排列表 782.8 世界史地-伝記-中国
30 各国伝記複分表 783-787 世界史地-伝記-アジア、ヨーロッパ…
31 台湾伝記複分表 783.3 世界史地-伝記-中国
32 台湾伝記分期表 783.8 世界史地-伝記-中国
33 各国言語複分表 802-808 言語文学類-漢語、東方言語…
34 各国文学複分表 810 言語文学類-文学
35 中国作家作品排列表 848 言語文学類-中国文学別集-現代別集
36 イギリス文学時代表 873 言語文学類-西洋文学-イギリス文学
37 シェイクスピア作品表 873.433 言語文学類-西洋文学-イギリス文学
38 アメリカ文学時代表 874 言語文学類-西洋文学-アメリカ文学
39 ドイツ文学時代表 875 言語文学類-西洋文学-ドイツ文学
40 フランス文学時代表） 876 言語文学類-西洋文学-フランス文学
41 イタリア文学時代表 877 言語文学類-西洋文学-イタリア文学
42 スペイン文学時代表 878 言語文学類-西洋文学-スペイン文学
43 ポルトガル文学時代表 879 言語文学類-西洋文学-ポルトガル文学
44 ロシア文学時代表 880 言語文学類-西洋文学-ロシア文学
45 楽器複分表 916-919 芸術類-音楽-弦楽器、打撃楽器…
専類複分表の記号は必ず本表の記号と合成して使わなければならない。合成するとき、
複分記号を直接本表記号のあとに付加すればいい。専類複分表が通用複分表と同じ意味の
項目をもつ場合、専類複分表の記号を優先して使うことにする。文献が通用複分表と専類
複分表のどちらでも複分できる場合、まずは専類複分表を本表の記号と合成する。そのあ
と、通用複分表を合成する。例えば、「フランス小説叢書」の場合は、以下のようになる。
876 フランス文学 本表
876.57 フランス小説 専類複分表の各国文学複文「57小説」より
876.5708 フランス小説叢書 通用複分表の総論複分「08叢書」より
4.2.3 日本十進分類法の補助表
NDCに設置された補助表には、「一般補助表」（4種）と「固有補助表」（10種）が
ある。
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一般補助表は 2つ以上の類に適用することができる補助表で、表 4-21に示したとおり
4種類ある。
表 4-21 NDCの一般補助表
一般補助表
形式区分 01理論、02歴史的・地域的論述、03参考図書、04論
文集、05逐次刊行物、06団体の出版物、07研究法、
08全集
地理区分 1日本、2アジア、3ヨーロッパ、4アフリカ、5北ア
メリカ、6南アメリカ、7オセアニア．両極地方
海洋区分 1太平洋、2北太平洋、3 南太平洋、4インド洋、5
大西洋、6地中海、7北極海、8南極海
言語区分 1日本語、2中国語、3英語、4ドイツ語、5フランス
語、6スペイン語、7イタリア語、8ロシア語、9その
他の諸言語
形式区分表には 8つの形式が設置されている。形式区分は主題に対する表現の仕方を表
し、叙述形式と出版形式とに分けることができる。01理論、02歴史的・地域的論述、07
研究法が叙述形式で、03参考図書、04論文集、05逐次刊行物、06団体の出版物、08全
集が出版形式である。
形式区分の合成を行う際に注意すべき点は、以下に示すとおりである。まず、原則とし
て、そのまま本表の記号に合成できる。ただし、合成した結果と異なるかたちですでに設
置された項目がある場合、注記の指示どおりにする。分類記号が末尾の桁揃えの 0を使用
している場合は、この 0を省いて合成する。また、「-01（理論）」と「-02（歴史・地域
的論述）」、「-03（参考図書）」の合成にさいして本表（細目表）で角括弧記号に挟ま
れた短縮指示がある場合には、それにしたがう。
例：広告の歴史
674 ＋ 02 = 674.02 （×）
(広告) （形式区分：歴史的論述）
674広告に［.02→674.2］との短縮指示があるので、674.2とする。次に、下位で時代別
の区分けが展開されている場合は、0を重ねて合成する。外交と貿易史・事情の両国関係
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と区別する場合も、0を重ねて合成する。
地理区分表は、日本も含めて地球上の地域や国などを表している。地理区分表による合
成の際の注意点は以下のとおりである。まず、原則として、形式区分の地域的論述「-02」
を介して合成する。地理区分は、形式区分「-02」の延長上に、その下位区分として展開
されていると考えられる。
例：キュ-バ野球
783.7 ＋ 02 ＋ 591 → 783.702591
（野球） （形式区分：地域的論述） （地理区分：キューバ ）
そして、形式区分の「-02」を介して合成するとき、本表で角括弧記号に挟まれた短縮指
示がある場合には（１．形式区分の注意点と同様）、それにしたがう。次に、地理区分を
つけた後に、必要に応じて「-02」以外の形式区分を合成することができる。
例：キューバ野球人名鑑
783.7 ＋ 02 ＋ 591 ＋035 → 783.702591035
（野球）（形式区分：地域的論述）（地理区分：キューバ）（形式区分：人名録）
次に、例外として、本表の注記で「*地理区分」の指示があれば、そのまま合成できる。
また、本表の注記で「*日本地方区分」と指示があれば、地理区分の先頭の「1」を省いて
から合成する。
例：東京都の住民運動
318.8 ＋ 136 →318.836
（住民運動）（地理区分：東京都）
海洋区分表は地球上の海を表している。海洋区分の合成は、海洋気象誌（451.24）、海
洋誌（452.2）、海図集（557.78）に限られ、本表の注記に「*海洋区分」の指示がある
ので、そのまま合成できる。
言語区分表は世界で用いられている言語を表している。言語区分は、8類（言語）、9
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類（文学）、0類（総記）の 030（百科事典）、040（論文集）、050（逐次刊行物）、080
（叢書）と、さらに 670.9（商業語学）、469.8（人類学）で用いられている。本表の 8
類（言語）に組み込まれていて、既設項目となっている。 本表の注記で「*言語区分」
と指示があるものに、そのまま合成する。
次に、1つの類またはその一部分についてのみ共通に適用される補助表として固有補助
表がある。固有補助表の種類と適用範囲を表 4-22に示す。
表 4-22 NDCの固有補助表とその適用範囲
神道各教派の共通細区分表 178 各教派、教派神道
仏教各宗教の共通細区分表 188 各宗
キリスト教各教派の共通細区分表 198 各教派、教会史
日本の各地域の歴史（沖縄県を除く）にお
ける時代区分
211-219 各地
各国・各地域の地理、地誌、紀行における
共通細区分表
291-297 各国・各地域の
地理・地誌・紀行
各種の技術・工学における経済的、経営的
観点の細区分表
510-580 各種の技術・工
学
様式別の建築における図集 521-523 様式別の建築
写真・印刷を除く各美術の図集に関する共
通細区分表
700 芸術、美術
言語共通区分 810-890 各言語
文学共通区分 910-990 各言語の文学
以下は日本の各地域の歴史（沖縄県を除く）における時代区分によって区分された一例
である。
例：
-02 原始時代
-03 古代
-04 中世
-05 近世
-06 近代
茨城県（213.1）→古代の茨城県（213.103）
4.3 索引
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索引は図書館分類法でもっとも重要な部分と言われている。なぜかというと、実際に分
類作業を行うとき、分類対象の主題が分かっていれば、分類法の本表で探すのではなく、
索引で探すこともできるからである。
当然、言語によって索引の排列が異なっている。DDCは英語で作成されたものなので、
アルファベット順で索引項目を並べている。NDCは日本語で作成しているので、五十音順
で排列されている。NCSLの索引は中国語と英語が両方つけられていて、中国語の索引は
字画順で、英語の索引はアルファベット順である。
索引を利用しやすくするために、索引項目を一定の順で並べるだけではなく、各分類法
の特徴にあわせて、いろいろ工夫したところがある。索引の特徴と工夫されたところを
DDC、NDCと NCSLのそれぞれについて説明する。
4.3.1 デューイ十進分類法の索引
DDCの索引の特徴としては次の点がある。まず索引に採録された用語の抽出対象には、
細目表の見出しとすべての補助表、及びマニュアルが含まれている。
英語といっても、国によってスペリングが異なる。例えば、イギリス英語の COLOURは
アメリカ英語では COLORになる。DDCはアメリカ英語のスペリングを使用している。
単語の排列はWORD BY WORD である。つまり、アルファベット順に並べるときに、
語の間にあるスペースなどを含める並べ方である。スペース、ダッシュ、スラッシュなど
は、どの文字よりも先に並べられる。例えば、「NEW TOWN」が「NEWTON」の前にくる。
こうすることによって、意味が近い、あるいは関連がある項目を比較的近くに集めること
ができる。DDCの索引の実例を挙げると、以下になる。
TERM
TERM．SUBHEADING
TERM（PARENTHETICAL QUALIFIER）
TERM，INVERTED FORM QUALIFIER
TERM AS PART OF A PHRASE
図 4-1 DDCの索引の一部分
同義語、違う観点の同じ主題はカッコで注釈を示す。例えば、下の例でリストされたビ
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スケットが３つあるが、実際にそれぞれ違う意味を持っているので、カッコの中につけら
れた説明で区別する。
BISCUITS（BREADS）
BISCUITS（COOKIES）
BISCUITS（CRACKERS）
図 4-2 DDCの索引の一部分
4.3.2 中文図書分類法の索引
NCSLの索引用語の抽出対象は、詳表（本表の第四次区分以降の細目表）の見出しおよ
び同義語、英語の翻訳見出しなどとしている。ただし、索引の対象としない見出しもある。
まず、「総論」、「各論」が含まれる見出しを対象としない。そして、「その他」の見出
し、あるいは冒頭が「その他」の見出しも対象ではない。また、注釈に「総論はここに入
る」、一般論性質の「ここに入る」などがある見出し、通用複分表、専類複分表、及び附
録資料も対象としない。
複数の分類番号がある場合、番号の順番で排列する。番号の間に「 ； 」を入れて区
別する。例えば以下の通りである。
不可知論 143.31；161.4
不等式 311.23；314.16
中央行政 572.5；573.5；574.15；574.25
図 4-3 NCSLの索引の一部分
形式で細分する項目の下に、細目の索引も提供する。識別のため、索引は細明書体、索
引した項目の細目は楷書体にする。
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統計学各論 511
分析 511.7
推論 511.7
解析 511.7
資料分析 511.7
図 4-4 NCSLの索引の一部分
索引の見出しの意味が明確でない場合、後ろに説明を付ける。例えば、以下の通りであ
る。
望 → 望（四診）見ること
聞 → 聞（四診）嗅ぐこと
問 → 問（四診）問うこと
切 → 切（四診）手で触ること
図 4-5 NCSLの索引の一部分
4.3.3 日本十進分類法の索引
NDCの索引用語の抽出対象は細目表に示された名辞、補助表の地理区分と海洋区分であ
る。DDCと同様に、同じ用語が複数の意味をもつ場合には、カッコで説明語をつけること
で区別する。カッコのなかの説明語を限定語という。限定語はある主題が各種観点によっ
て分類記号が異なることを示すために付加されたものである。例えば、
石（観賞用） 793.9
（建材） 524.22
（自然崇拝）163.1
（造園学） 629.61
（彫刻） 714
（土木材料）511.42
図 4-6 NDCの索引の一部分
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検索の便宜を考慮して、基幹となる語の下で合成された用語を一括して検索できるよう
にしている。例えば、以下の通りである。
植物学 470
園芸植物学 623
森林植物学 653.12
水産植物学 663.7
農業植物学 613.7
図 4-7 NDCの索引の一部分
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第五章 考察
前章で『デューイ十進分類法』（DDC）、『日本十進分類法』（NDC）、『中文図書分
類法』（NCSL）の本表、補助表，索引を比較した結果により、3者の間に類似点と相違点
が見いだされたが、本章ではその原因について考察する。
5.1 国の特徴を反映
NDCであろうと、NCSLであろうと、どちらも自国の図書館に利用させるために編成し
たものである。DDCは国際的な分類法を目指してるが、出発点はやはり自国の図書館のた
めの分類法である。そのため、各分類体系のなかで、それぞれの国や地域におけるさまざ
まな環境に対応できるようにこだわった点がある。第四章で比較分析した結果をみると、
以下の影響要素に分けられると考えられる。
まず政治環境の影響で、NCSLの中山文庫（005）の下位項目が 0類で一番多く、約 3分
の 1を占めている。「中山文庫」というのは民国政府の「父」と言われている孫中山の文
献をはじめ、全て国民党についての資料がまとめられている文庫である。表 5-1は NCSL
の一部を取り出したものである。
表 5-1 NCSL中山文庫（005）
005.1 孫文主義研究
005.2 中国国民党
005.3 中国国民党党人伝記
005.4 中国国民党政策および党務
005.5 中国革命問題
005.6 国民政府成立以降
005.7 蒋中正言論集
005.8 蒋経国言論集
次の影響要因は経済環境である。DDCと NCSLには産業という類が第一次区分にないが、
NDCでは第一次区分に産業類（6）が設置されている。NDCで産業類が単独に設置された
のは経済環境の要因によると考えられる。表 5-2のように、DDC第三類の下位項目商業、
通信、交通（38）は NDC、NCSLには設置されていない。代わりに、財政が設置されてい
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る。それも経済環境の原因である。
表 5-2 社会科学
NDC DDC NCSL
34財政 38商業、通信、交通 56財政
以上に示したように、分類項目の配置はかなりその国の政治や経済環境に影響されてい
ることがわかった。
5.2 歴史文化と地理環境
アメリカでは、その地理環境の影響で化石に関する研究が多い。DDCの自然科学類（5）
の第二次区分で化石（56）が設置されている。NDCと NCSLはどちらも化石を第二次区分
の地球科学の下位項目に置いている（表 4-9）。
NCSLの 0類の 03国学（03）、09群経（09）は中国だけのものなので、DDC、NDCには
設置されていない（表 4-2）。
表 5-3のように、DDCの 2類宗教（2）の中ではキリスト教がメインである。それに対
して NDC、NCSLは様々な宗教が比較的にバランスよく並べられている。宗教に関する項
目設置はかなりその国や地域の宗教文化に深い関わりがあるので、アメリカなど英語圏国
ではキリスト教の影響が大きい。
表 5-3 宗教類の比較
NDC DDC NCSL
166 道教 20 宗教 20 宗教総論
167 イスラム 21 宗教の理論 21 宗教学
168 ヒンズー教、シ
ャイナ教
22 聖書 22 仏教
169 その他の宗教、
新興宗教
23 キリスト教、キリスト教
神学
23 道教
170 神道 24 キリスト教の実践、儀式 24 キリスト教
180 仏教 25 キリスト教牧師の実践
修道会
25 イスラム教
190 キリスト教 26 キリスト教の組織ソー
シャルワーク、礼拝
26 ユダヤ教
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以上示したように、文化と歴史地理の影響で各分類法によって項目についての配慮が異
なる。
5.3 編成用言語による制限
言語を区分するための補助表は、言語によって区分原理が異なる。英語と中国語を例に
あげると、英語は文法だけが設置されているが、中国語は文法以外、詞法、句法なども設
置されている（表 4-8）。それは、英語の単語は一個ずつ定められていて、単語と単語を
組み合わせる場合もあるが、基本的に単語は独立しているので詞法や句法は必要ないから
である。現代中国語だと、漢字一個ずつ独立していて、漢字 1つでも意味を持っているが、
漢字と漢字を組み合わせることでも意味を持つ。そのため、詞法や句法を必要とする。
DDCの言語区分は主に欧米言語が中心である。一方、NCSLと NDCには東方言語も含ま
れている。
アルファベット系の言語はほとんどアルファベット順で索引をつくる。したがって、
DDCもアルファベット順で索引を編集している（図 4-1）。日本語は五十音順で索引を編
集する（図 4-6）。中国語は 2つの索引順があって、1つは漢字の画数で排列する。もう
1つは、漢字の発音のローマ字のアルファベット順で索引を編集する。NCSLでは画数排
列順を採用している（図 4-3）。
以上示したように、索引項目の排列順序は、その言語の特徴により影響されていること
がわかった。
5.4 学問分野のとらえ方
文化の違い、科学研究の手法あるいはとらえ方によって、項目の位置づけが異なる。
NCSLでは言語（8）の下位項目に新聞学・ジャーナリズム（89）が置かれている（表
4-7）。それに対して、DDCと NDCは 0類に置いている。その理由として、NCSLは新聞学
を情報伝播メディアの一種として扱うのではなく、文学形式の新聞体として扱っているか
らと考えられる。
DDCの 1類の下位項目に超心理学（13）、心理学（15）が設置されている（表 4-3）。
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DDCはこの 2つの項目を別にしたが、NDCと NCSLは超心理学を心理学の下位項目にして
いる。その理由として、アメリカで超心理学に関する研究が多いからであると考えられる。
社会科学類において、DDCと NDCはより人文的な項目（例えば、教育、民俗学）を下
の方の順位においている（表 4-6）。一方、NCSLでは人文的な項目は上の方の順位に配置
している。これもやはり学問分野のとらえ方の影響だと考えられる。
NDCでは自然科学（4）に医学・薬学（49）が設置されているが、DDCと NCSLは技術
類に置いている（表 4-9）。
DDC、NCSLは天文学を数学と近い順位においている（表 4-9）。NDCは地球科学と近い
順位に置いている。それは天文学は数学に近いか地球科学と近いかという考え方が異なる
と考えられる。
NDCの類技術（5）は第二次産業の生産技術がメインである（表 4-10）。産業類（6）
は第一次産業と第三次産業がメインである（表 4-11）。DDCと NCSLは技術にまとめてい
る。
DDCでは建築学と造園を別項目に分ける。それは建築学は技術方面（69）と芸術方面（72）
2つのところに分散しているからである（表 4-10、表 4-12）。それに対して、NCSLは建
築学を芸術類（9）の下位（92）にまとめている（表 4-13）。NDCは建築学を技術類（5）
の下位（51）と（52）にまとめている（表 4-6）。つまり、NCSLと NDCは建築学を技術
方面か芸術方面かどちらに置いている。
DDCでは人類学を社会科学類の総類（30）に入れているが（表 4-5）、NDCと NCSLは
自然科学類に配置している（表 4-9）。人類学はもともと幅広い領域で研究されている学
問である。社会人類学、自然人類学以外に、宗教人類学、生態人類学、経済人類学なども
存在する。人類学は分類法での位置づけが国によって異なっている。アメリカでは、文化
人類学、考古学、言語学、自然人類学の四分野をあわせてアメリカ人類学協会という統一
学会が組織されている。そのうち、3つの分野が DDCの社会科学類に属する。それに対し
て、中国や日本では一般に理学部や医学部に属する生物学系の人類学を伝統的に人類学と
することが多い。
DDCは 0類にコンピューターサインエンス（01）が設置されている（表 4-2）。NDCと
NCSLとの考えとは異なり、アメリカではコンピューター技術が全分野で扱われる学問と
考えられている。
以上示したように、学問分野のとらえ方の違いの影響が分類項目に反映されている。
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5.5 各項目のバランスをよくするため
十進法の一番大きな特徴は、各階層を 10項目ずつに分けることである。ただし、必ず
しもすべて項目がちょうど 10項目に分けられるとは限らない。余る場合と足りない場合
のどちらもある。10項目では足りないときは、いくつかの主題を合併するか、ほかの項
目の下位項目におくという処理方法がある。項目が余るときは、そのまま空き項目にして、
今後新しい項目できたら、そこに配置するなどの手段がある。
NDCの芸術（7）にはスポーツ・体育（78）、諸芸・娯楽（79）も含まれている（表 4-12）
が、本来は芸術の下位ではない。スポーツ・体育と諸芸・娯楽は不均衡項目（ほかの類よ
り項目が遥かにすくない）なので、独立した類としてではなく、芸術類の下に入れている
のである。DDC、NCSLも同様である（表 4-12）。
NCSLでは歴史地理類の項目数が多いため、中国の歴史地理（6）と世界の歴史地理（7）
に分けている（表 4-15）。代わりに、文学（8）で言語と文学が一緒にされている（表 4-7）。
歴史が 2類を占めたため、1つ類のスペースが足りなくなり、もともと項目数がすくない
文学と言語を一緒にしている。
NCSLと同じように、NDCでは技術産類以外に、産業類も設置されているので、スペー
スがなくなり、宗教類と哲学類を 1つにまとめていると考えられる（表 4-10、表 4-11、
表 4-4）。DDCは技術に 6の一類を与えたが、NDCは技術（5）、産業（6）の二類を与え
た（表 4-10、表 4-11）。これは DDCが哲学と宗教に各一類を与えたのに対して、NDCは
これを一類としたために可能となったのである。加えるに DDCは医学をもこの類に取り
入れたので、技術類は DDC中最大なものとなった［加藤宗厚、1928］。
NCSLの自然科学（3）で人類学（39）が単独に設置されている（表 4-9）が、人類学を
生物学から取り出して 3類の 10項目に埋めるようにしたと考えられる。
以上に示したように、十進分類法は、十進の形に保ったまま、分類法全体で各類、各項
目のバランスも考慮しなければならない。
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第六章 結論
本研究は『デューイ十進分類法』（DDC）、『中文図書分類法』（NCSL）、『日本十進
分類法』（NDC）の比較分析により、NCSLの特徴を明確にすることを目的とした。3つの
分類法の本表、補助表、および索引の比較を行った。第四章の先行研究の整理と第五章の
考察の結果により明らかになった NCSLの特徴は、以下のとおりである。
まず、政治環境の影響によって生じる特徴がある。中山文庫（005）だけで総記の 3分
の 1の項目くらいを占めたのは政治環境の影響だと考えられる。第五章で述べたように、
「中山文庫」というのは民国政府の「父」と言われている孫中山の文献をはじめ全て国民
党についての資料がまとめられている文庫である。そもそも、NCSLの「前身」である劉
国鈞が作った『中国図書分類法』が中国大陸で使われなくなった理由も政治の要因である。
一方で、DDCと NDCには「中山文庫」のような特定の政治・主義に関連する文献だけの
ための項目がない。
その国自体の文化の影響によって生じる特徴もある。NCSLでの国学（03）、群経（09）
は中国文化だけのものなので、NCSLにしか設置されていない項目である。国学というの
は、中国固有の学術文化、古代経史子集等の文献、海外での漢文化研究、中国についての
研究、中国学などの内容である。群系というのは、儒家の経典である。それらに関する書
籍のために設置された項目は NCSLにしかない。
DDCの宗教類はほとんどキリスト教の内容である。それに対して、NCSLの宗教類には
影響力の大きい宗教がバランスよく並べられている。NDCでは宗教類が設置されてないが、
哲学の下位では様々な宗教項目が入れられている。中国と日本の分類法に宗教の数が多い
要因としては、歴史文化と地理環境が考えられる。中国はインドと近接しているため、宗
教のコミュニケーションが行いやすい。中国では本国で誕生した道教以外に、インドの仏
教から受けた影響が非常に大きい。歴史上、多くの人が仏教に夢中になり、農業をする人
が少なくなり、税金が減少したため、「滅仏」運動を発動した皇帝が何人もいたほどであ
る。大航海時代以降キリスト教の影響を受けた。そのため、NCSLは DDCとは違って、様々
な宗教がバランスよく宗教類の項目を占めている。それは歴史地理環境の影響によって生
じる特徴だと考えられる。
異なる編制言語により生じる分類法の特徴はわかりやすい。まず索引の排列順序がまっ
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たく異なる。中国語では 2つの索引順序が可能である。1つは漢字の画数順であり、もう
一つは漢字の発音のローマ字のアルファベット順である。NCSLは画数順を採用している。
日本語も五十音順とローマ字のアルファベット順の 2つの配列順序があるが、NDCは日本
語の五十音順を採用している。DDCは英語のアルファベット順を採用している。五十音順
やアルファベット順と比べて、画数順の特徴は漢字の画数を数えることである。しかし必
ずいつでも正確に漢字の画数を数えられるとは限らない。それに NCSLは繁体字を使用し
ているため、字の画数が非常に多い。そのため、NDCの五十音順と DDCのアルファベッ
ト順より、索引を使うとき手間がかかる。
次は言語の区分原理である。言語を区分するための補助表は、言語によって区分原理が
異なる。英語は文法だけが設置されているが、中国語は文法以外、詞法、句法なども設置
されている。それは、英語の単語は一個ずつ定められていて、単語と単語を組み合わせる
場合もあるが、基本的に単語は独立しているので詞法は必要ないからである。現代中国語
だと、漢字一個ずつ独立していて、漢字 1つでも意味を持っているが、漢字と漢字を組み
合わせることでも意味を持つ。そのため、詞法を必要とする。日本語に漢語もあるが、そ
れは固有名詞のようなものなので、字と字の組み合わせはできない。したがって、詞法は
必要としない。
学問のとらえ方の違いによって生じる NCSLの特徴は、中国では一般に理学部や医学部
に属する生物学系の人類学を伝統的に人類学とすることが多く、社会科学類に人類学を置
く DDCと違って、人類学を自然科学類に置いている。もう 1つの例を挙げると、DDCで
は建築学を 2つの方面に分散していると異なって、NCSLは芸術類（9）に置いている。そ
れもやはり学問のとらえ方が異なるからである。
各項目のバランスをよくするため、NCSLの自然科学（3）では人類学（39）が単独に設
置されているが、人類学を生物学から取り出して 3類の 10項目を埋めるようにしたと考
えられる。一方、NCSLでは歴史地理類の量が多すぎるため、中国の歴史地理（6）と世界
の歴史地理（7）に分けている。代わりに、文学（8）で言語と文学が一緒にされている。
歴史が 2類を占めたため、類の項目が足りなくなり、もともと項目数がすくない文学と言
語を一緒にしている。第一次区分ですぐわかるため、NCSLの最も重要な特徴と考えられ
る。
以上に見てきたように、NCSLの特徴は以下のようにまとめることができる。
（１）DDCや NDCに比べて総記類に政治に関する項目が多い、宗教類は DDCがキリスト
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教中心であるのに対してNCSLはNDCと同様に世界の多くの宗教が比較的公平に扱われて
いるなど、本表の体系に中国やアジアの文化・政治に特有の特徴が現れている。
（２）NCSLの本表や補助表において言語で区分される項目には単語どうしを組み合わせ
るための詞法や句法という特別な区分がある、索引の排列順序は DDCや NDCのような音
順ではなく漢字の画数順であるなど、中国語という言語に特有の特徴が見られる。
（３）NCSLでは新聞学を情報伝播メディアの一種としてではなく文学形式の一種として
扱っているため DDCや NDCのように総記類に置くのではなく言語類に置いている、DDC
や NDCは社会科学類においてより人文的な項目（教育、民俗学など）を下の方の順位に
おいているが NCSLでは上の方の順位に配置しているなど、学問分野のとらえ方の相違が
影響している特徴が見られる。
（４）NCSLでは歴史・地理を中国の歴史地理類と世界の歴史地理類に分けているなど、
項目のバランスに中国特有の特徴が見られる。
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